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☆ 学校の行事は、1人では体験できないことを学ぶ場です。 

 

2 年生の校外学習が 6 月 8 日（水）にあります。今回は、吹田市にある「わくわくの郷」とい

う所で飯盒
はんごう

炊爨
すいさん

をします。メニューは飯盒炊爨の定番「カレーライス」。 

ただカレーライスを作るだけでは終わりません。目的は「みんなが笑顔」で過ごすことです。

「ルールを守ろう」「協力しあおう」「感謝を伝えよう」「いろいろな人といっぱいしゃべろう」「み

んなで楽しもう」のサブ目標を守り、「みんなが笑顔」になるための取り組みとして、カレーライ

ス以外にもう 1品、デザートを考えてもらいます。 

ただし、市販のお菓子を持っていって食べるのではなく、向こうで簡単に作れるものです。野

外の活動で、いろいろ制約がある中だからこそ、みんなで考えることに意味があります。 

1 年生の時と同様に桃山台までは班ごとに待ち合わせを決めて、班で集合場所まで来てもらい

ます。さあ、自分たちで悩んで相談して、43期にしかできない校外学習をつくろう！ 

            

 

 

 

                

  

 〇 クラ代から目標発表。 呼びかけ。 

 〇 班の中の係を決める。（班長・かまど係・調理係・ごはん係） 

〇 班の集合場所・時間を決める。 

〇 プラス 1品を決める。→各班で買い出しにいきます。 

（6人班 900円以内） 

〇 しおりを作る。 

◎ クラスの課題に取り組む！ 

 クラ代会議や各クラスの班長会議で出た課題 

 ・ペアワークなのに、二人で話をしない。 

 ・授業中手紙を回している。 

 ・男女の仲が悪い。                       

 ・グループに分かれて、他のグループと話をしない。 

 ・クラスになじめていない子がいる。 

  

  ☆「いじりについて考えよう」 23日総合 

 いじりの中には、もしかしたら言われている人が「ほんとは嫌なんだけど、嫌だと言えない」

と思っているものがあるかもしれない。「笑っているから大丈夫」ですませて本当に良いのでしょ

うか。23日の総合の時間、みんなにそのことを考えてもらいました。 

～みんなの意見より～ 

自分が発言したり、行動する前に、本当にしてもよいのか友達は今どんな気持ちなんだろ

うと察してあげたり考える。また、友達のことを普段からよく見ておいて、嫌そうだったり

困ってそうだったら「大丈夫？」など声をかけて話を聞いてあげられるようにする。 

 ・相手の気持ちに気づいて言葉を言う。 

・周りに流されずにダメなことはダメと言ってあげる。 

・たとえそれで返ってきたとしても、相手を第一に助けてあげる。 

・調子に乗りすぎずに発言する。   ・デリケートな部分には触れない。 

・相手の受け止められるような言葉で話す。 

 多分、自分がいじられたとき、いじられるたびに深く傷ついたりはしないと思うけれど、 

一番気にしていたり、過去にそのことについていろいろ言われてきたようなことについて

いじられたら、すごく嫌な気持ちになったり、思い出したくないことを思い出したりして、

でも周りの空気を読むためにノリに乗ったりすると思う。相手をそういう気持ちにさせたく

ないために、ちょっとした仕草などを気にしてみたり、動画でも言っていたように仲が良い

ほど気を遣ってあげたりするということを意識したら、相手のことを傷つけるいじりがなく

なっていくと思いました。 

集合場所 

どこにする？ 

（班で相談中） 

校外学習までの取り組み 
校外学習後、パワーポイ

ントにまとめて、各班の

活動の発表会をするよ。

記録を取っておいてね 

1 人ひとりが自

分の行動を見直

そう。 

各クラスのクラ代さ

んによる校外学習の

目標発表、説明 


